
03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

施策名称 総拢評価 今後の方向性

1交通安全
の推進

A
　交通事敀件数は減尐傾向にあり，市民の交通安全
意識の向上や交通安全施設の整備が一定程度進んで
いるといえます。

　交通安全に関する意
識向上を引き続き図
り，交通事敀のない安
全なまちを目指しま
す。

2防犯対策
の充実

B
　防犯灯の設置等が進んでおり，刑法犯罪件数の減
尐も見られることから，安全・安心に生活できる環
境整備は一定程度進んでいるといえます。

　住民全体が力を合わ
せ犯罪の起きにくい地
域環境をつくりだして
いきます。

3消費生活
の安全確保

Ｂ

　日々新たな手口や商法が生み出されている消費者
被害に対応すべく消費生活センターの体制強化を図
り，増加傾向にある苦情や相談等に対応し，消費者
意識の向上を図っています。

　市民生活の安定及び
向上を目指します。

4省エネの
推進・新エ
ネルギー導
入促進

Ｂ

　環境に配慮した新庁舎は，太陽熱や地中熱などの
再生可能エネルギーを活用し，消費電力の低減を
図っています。
　一方省エネルギーの推進では、市の施設における
エネルギー使用量は5年間で5％以上削減（原油換
算）を達成していることから，現状の取組体制には
一定の効果が認められます。更なる省エネを推進し
地球環境に配慮した街づくりを目指していきます。

　省エネルギーの推進
では，省エネ・節電に
ついての意識啓発に取
り組み，尚一層の推進
を図ります。

5上水道の
整備

B

　今年度，石岡市水道事業中長期基本計画を柱と
し，水道事業ビジョン，水道事業経営戦略を策定し
ました。今後は，本計画に基づき，事業の運営を進
めて参ります。また，有収率について，漏水調査に
より，漏水の早期発見，早期修繕を継続して実施し
ております。今年度，大小合わせて90件超の漏水
修理を行いましたが，漏水発生頻度は増加傾向にあ
り，有収率はわずかな減尐となりました。

　水道施設について，
老朽化がみられる機械
電気設備を中心に更新
を実施し，また，耐震
性が丌明な施設につい
て耐震診断を行い状況
把握に努めます。管路
については，民地に埋
設された管路を優先し
更新して参ります。
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03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

施策名称 総拢評価 今後の方向性

8協働によ
るまちづく
りの推進

Ｂ
　石岡市協働のまちづくり条例施行後，市民満足度
は向上しており，一定の成果を上げているといえま
す。

　常に協働によるまち
づくりを意識し，ひざ
を交えてパートナー
（市民）と話し合いな
がら，市民活動に参加
しやすい環境づくりを
進めます。

6循環型社
会の構築

B

　環境監視員の活動等により，丌法投棄の早期発見
につながっています。
　１人当たりの年間ごみ排出量については，引き続
き排出段階時におけるごみの減量化について，周知
方法や取り組みを検討していきます。

　更なるごみの減量化
やリサイクル推進のた
め，市民に関心を持っ
てもらえるよう広報紙
を含めた啓発の充実を
図っていきます。

7環境保全
の推進

Ｂ

　河川水質等の分析，公害等の各種調査・分析を
行っており，現状の検査結果等で異常値はなく，環
境保全の各種取組みには一定の効果が認められま
す。身近なみどり整備推進事業では，計画時早急な
対応が必要と判定された森林は，計画に沿った間伐
等が進んでいますが，計画策定後に荒廃が進んだ森
は現状をみながら進めざるを徔ない状況です。空家
等対策事業では，所有者等への啓発の他，特定空家
等の認定及び指導を進めています。

　水質浄化の啓発と共
に生活排水を処理でき
る環境を整える必要が
あります。荒廃した森
林の間伐や県森林湖沼
環境税を活用し，市民
提案による整備を支援
していきます。空家等
利活用による発生抑制
の推進が必要です。
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令和元年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 01交通安全の推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
H30

（実績値）

人
3

（H28）
0 4

件
257

（H28）
210 206

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.62 4.40

2.64 4.37

2.70 4.44

安全で安心な道路・歩道環境の整備

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

　交通安全に関する意識向上を引き続き図り，交通事故のない安全なまち
を目指します。

　更なる交通安全への意識啓発を進めていきます。

　限られた予算の中で，必要性や緊急性の高い箇所から効率的に整備を行
います。

石岡市の年間交通事故件数

施策の説明

石岡市の年間交通事故死者数

総括評価

交通事故死者数

交通事故件数

指標名

今後の方向性

　交通事故件数は減少傾向にあり，市民の交通安全意識の向上や交通安全
施設の整備が一定程度進んでいるといえます。Ａ

　Ａ　順調
　Ｂ　概ね順調
　Ｃ　遅れている
　Ｄ　見直しが必要

交通安全対策経費
【まちづくり推進課】

事業名【担当課】

交通安全施設整備事業
【道路建設課】

事業の成果と今後の方向性

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 R1

18



令和元年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 02防犯対策の充実

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
H30

（実績値）

灯
718

（H28）
750 733

人
897

（H28）
1,060 888

件
726

（H28）
650 699

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.75 4.34

2.78 4.35

2.83 4.34

今後の方向性

　防犯灯の設置等が進んでおり，刑法犯罪件数の減少も見られることか
ら，安全・安心に生活できる環境整備は一定程度進んでいるといえます。Ｂ

　Ａ　順調
　Ｂ　概ね順調
　Ｃ　遅れている
　Ｄ　見直しが必要

安全・安心まちづくり推進
事業【まちづくり推進課】

事業名【担当課】

街路灯・防犯灯事業
【まちづくり推進課】

事業の成果と今後の方向性

防犯灯設置及び器具等交
換灯数

エンゼルパトロール登録
者数

刑法犯罪件数

指標名

地域との協働による防犯環境の向上，街路灯・防犯灯の
設置，エンゼルパトロールの実施

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

　住民全体が力を合わせ犯罪の起きにくい地域環境をつくりだしていきま
す。

　エンゼルパトロール(無償ボランティアによる防犯パトロール)会員の登
録者の増加を図ります。

　必要な場所への防犯灯・街路灯の整備を進めます。

登録者数

石岡市の刑法犯の件数

施策の説明

市内の防犯灯設置及び器具等
交換灯数

総括評価

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 R1
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令和元年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 03消費生活の安全確保

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
H30

（実績値）

件
397

（H28）
300 614

回
1

（H28）
7 4

件
338

（H28）
280 580

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.89 3.76

2.89 3.72

2.93 3.73

消費生活センターの設置，消費生活に関する苦情・相談
の受付対応

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

　市民生活の安定及び向上を目指します。

　消費者へのバックアップ体制の整ったまちを目指します。

消費生活に関する出前講座

消費者トラブルの年間発生件
数

施策の説明

消費者トラブル等相談相談件数

出前講座

消費者トラブル発生件数

指標名

総括評価

今後の方向性

　日々新たな手口や商法が生み出されている消費者被害に対応すべく消費
生活センターの体制強化を図り，増加傾向にある苦情や相談等に対応し，
消費者意識の向上を図っています。Ｂ

　Ａ　順調
　Ｂ　概ね順調
　Ｃ　遅れている
　Ｄ　見直しが必要

消費者保護育成事業
【まちづくり推進課】

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 R1
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令和元年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 04省エネの推進・新エネルギー導入促進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
H30

（実績値）

kl
3,187
(H28)

3,028 3,076

件
1

（H29）
2 1

件
2

（H28）
2 1

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.79 3.74

2.80 3.78

2.84 3.68

今後の方向性

　環境に配慮した新庁舎は，太陽熱や地中熱などの再生可能エネルギーを
活用し，消費電力の低減を図っています。
　一方省エネルギーの推進では、市の施設におけるエネルギー使用量は5
年間で5％以上削減（原油換算）を達成していることから，現状の取組体
制には一定の効果が認められます。更なる省エネを推進し地球環境に配慮
した街づくりを目指していきます。

Ｂ
　Ａ　順調
　Ｂ　概ね順調
　Ｃ　遅れている
　Ｄ　見直しが必要

新庁舎建設事業
【管財課】

事業名【担当課】

環境保全対策経費
【生活環境課】

事業の成果と今後の方向性

市の施設のエネルギー使
用量

市の施設における新エネ
ルギーの導入件数

意識啓発活動

指標名

省エネキャンペーンの実施，公共施設における自然エネ
ルギーの有効活用

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

　省エネルギーの推進では，省エネ・節電についての意識啓発に取り組
み，尚一層の推進を図ります。

　個別施設計画に基づき，計画的に管理・運営を行っていきます。

　地球環境問題を考える機会を増やすために，広報やホームページ等によ
る啓発を行います。

市の施設における新エネル
ギーの導入件数

省エネルギーキャンペーン等
の実施回数

施策の説明

省エネ法に基づくエネルギー使用量
を5年で5％以上削減（原油換算）

総括評価

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 R1
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令和元年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 05上水道の整備

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
H30

（実績値）

％
75

（H28）
85 75.68

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.93 4.15

2.96 4.09

2.99 4.14

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

　水道施設について，老朽化がみられる機械電気設備を中心に更新を実施
し，また，耐震性が不明な施設について耐震診断を行い状況把握に努めま
す。管路については，民地に埋設された管路を優先し更新して参ります。

　平成30年度において，石岡市水道事業中長期基本計画，水道事業ビ
ジョン，水道事業経営戦略を策定しております。今後は，本計画に基づ
き，事業の運営を進めて参ります。

　今後も地方公営企業繰出金について（総務省自治財政局長通知）に基づ
き，繰出すことにより，上水道事業の経営基盤の強化及び資本費負担の軽
減を図って参ります。

施策の説明

有収水量÷配水量

指標名

老朽化した配水管の更新や整備，安定供給のための経営
の効率化

総括評価

今後の方向性

Ｂ
　Ａ　順調
　Ｂ　概ね順調
　Ｃ　遅れている
　Ｄ　見直しが必要

有収率

水道事業会計全般
【水道課】

事業名【担当課】

特別会計繰出金
【水道課】

事業の成果と今後の方向性

　今年度，石岡市水道事業中長期基本計画を柱とし，水道事業ビジョン，
水道事業経営戦略を策定しました。今後は，本計画に基づき，事業の運営
を進めて参ります。また，有収率について，漏水調査により，漏水の早期
発見，早期修繕を継続して実施しております。今年度，大小合わせて90
件超の漏水修理を行いましたが，漏水発生頻度は増加傾向にあり，有収率
はわずかな減少となりました。

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 R1
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令和元年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 06循環型社会の構築

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
H30

（実績値）

％
17.56

（H28）
24.6 18.41

kg
348

（H28）
315 347

kl
1,819

（H28）
914 1,650

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.89 3.95

2.98 4.04

3.02 4.12

　生活環境に支障が生じないよう，一般廃棄物（ごみ・し尿）を適正に処
理する必要があり，ごみ処理施設については，施設の老朽化に伴い，新ご
み処理施設の建設を進めています。

　環境監視員の活動等により，不法投棄の早期発見につながっています。
　１人当たりの年間ごみ排出量については，引き続き排出段階時における
ごみの減量化について，周知方法や取り組みを検討していきます。

資源化率

１人当たりの年間ごみ排
出量

Ｂ
　Ａ　順調
　Ｂ　概ね順調
　Ｃ　遅れている
　Ｄ　見直しが必要

し尿の年間汲み取り量

指標名

塵芥処理経費
【生活環境課】

事業名【担当課】

ごみ減量・資源化推進事
業【生活環境課】

清掃一般事務費
【生活環境課】

ごみの減量化・リサイクルの推進，環境監視委員による
パトロール，ごみ処理施設の広域での整備

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

　更なるごみの減量化やリサイクル推進のため，市民に関心を持ってもら
えるよう広報紙を含めた啓発の充実を図っていきます。

　一般家庭から排出されるごみについては，市町村が収集・運搬・処分を
行うことが法律で定められており，分別収集の徹底，市民意識の高揚を図
ることで，ごみの減量化と資源の有効活用に結びつきます。

１人当たりの年間ごみ排出量

年間に汲み取りされる量

施策の説明

年間に排出されるごみ量に占
める資源ごみの割合

総括評価

今後の方向性

事業の成果と今後の方向性

　集団回収によるごみの減量化やリサイクルを促進するためには，新規の
登録団体や実施回数を増やすとともに，広報紙・HP等による周知が必要
です。

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 R1
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令和元年度石岡みらい創造プラン施策評価シート
政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 07環境保全の推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
H30

（実績値）

mg/l
1.7

（H27）
1.7 1.8

ﾘｯﾄﾙ
1,750

（H28）
2,000 1920

箇所
0

（H28）
2 0

％
23.2

（H28）
25 24.2

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.87 3.97

2.90 3.98

2.93 3.95

空家等対策事業
【生活環境課】

　石岡市空家等対策計画の策定に伴い，空家等の実態把握を継続しつつ，
空家等の発生抑制・解消を進めていくことが重要です。特に特定空家等の
認定とその解消を計画的に実施し，利活用等により発生抑制についても進
めていく必要があります。

霞ヶ浦の水質検査や清掃活動，森林の間伐・整備による
里山の保全

平成29年度調査

河川のBODの値

食用廃油回収量

里山整備箇所数

水洗化普及率（合併処理
浄化槽）

指標名

総括評価

今後の方向性

身近なみどり整備推進事
業【農政課】

平成30年度調査

令和元年度調査

　水質浄化の啓発と共に生活排水を処理できる環境を整える必要がありま
す。荒廃した森林の間伐や県森林湖沼環境税を活用し，市民提案による整
備を支援していきます。空家等利活用による発生抑制の推進が必要です。

　合併浄化槽補助金の交付や水質浄化の啓発等により霞ヶ浦の水質浄化が
図れています。協働で行う清掃事業を今後もより地域に浸透させていきま
す。

　国，県に補助制度の見直し，拡大を要望し，本事業の推進に努めます。

水洗化済人口／処理区域人口

食用廃油回収量

里山事業を取り入れた整備を
実施する箇所数

施策の説明

恋瀬川におけるBODの値

　荒れてしまった身近な森林を整備することで，安心安全な生活環境づく
りに貢献していく。

霞ヶ浦浄化対策経費
【生活環境課】

事業名【担当課】

霞ヶ浦浄化対策経費
【下水道課】

事業の成果と今後の方向性

　河川水質等の分析，公害等の各種調査・分析を行っており，現状の検査
結果等で異常値はなく，環境保全の各種取組みには一定の効果が認められ
ます。身近なみどり整備推進事業では，計画時早急な対応が必要と判定さ
れた森林は，計画に沿った間伐等が進んでいますが，計画策定後に荒廃が
進んだ森は現状をみながら進めざるを得ない状況です。空家等対策事業で
は，所有者等への啓発の他，特定空家等の認定及び指導を進めています。

Ｂ
　Ａ　順調
　Ｂ　概ね順調
　Ｃ　遅れている
　Ｄ　見直しが必要

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 R1

24



令和元年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 08協働によるまちづくりの推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
H30

（実績値）

事例 3 10 3

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.83 3.66

2.85 3.65

2.88 3.58

協働のまちづくり条例の推進，まちづくりについての情
報発信

平成29年度調査

協働活動事例の周知

指標名

総括評価

今後の方向性

区長・協力員関係経費
【支所総務課】

協働まちづくり推進事業
【まちづくり協働課】

事業名【担当課】

令和元年度調査

　常に協働によるまちづくりを意識し，ひざを交えてパートナー（市民）
と話し合いながら，市民活動に参加しやすい環境づくりを進めます。

「石岡市協働のまちづくり条例」に示された協働の理念により，市民と協
力し，行われている事業を分析し，その事業の発展向上を目指します。

施策の説明

「協働」の取り組み事例を広
報誌・ＨＰへの掲載事例数

　市民の積極的な行政参加と協力を得ることに役立っています。区の役割
等（協働のまちづくり）を踏まえながら，新たな補助形態の検討が必要で
す。

　今後も引き続きコミュニティ活動の推進を図っていきます。

事業の成果と今後の方向性

　石岡市協働のまちづくり条例施行後，市民満足度は向上しており，一定
の成果を上げているといえます。Ｂ

　Ａ　順調
　Ｂ　概ね順調
　Ｃ　遅れている
　Ｄ　見直しが必要

平成30年度調査

コミュニティ・新生活運動
事業【まちづくり協働課】

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 
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